
部
首
名
の

変
遷
か

ら

見
た
二

、

六 五 四三二 一
はじ
め
に

古
辞
書にお
ける部
首
名

塵
袋の
「
竹
篇」
と
塩
護抄の
「
竹冠」

偏
努
冠脚の
分化・
展
開

部
首
名変
遂の
傾
向

「し
に
う」
と
「しね
う」

付
記

部首名 の変遷か ら 見 た 二， 三 の 問題

わ
た
く
しがと
の
問題に
関心
を
持っ
たの
は 、
現
行の
小
学
校国
語教
科

書に
接
し
てか
らで
あ
ります 。
た
と
えばA
社の
六
年下(昭和四十二年発

行)
に
は
部首び
きの
「教
育
漢
字
音訓
表」
が
付
載されてい
ますが 、
そ

の
中に
は
次の
よ
うな
偏
努冠脚の
よ
び
名が
見ら
れ
ます 。

人
ひ
と
や
ね

凡
ひ
と
あ
し

円
ど
う
が
ま
え

凡
っ
く
え

U
う
け
ば
乙

次
な
つ
あ
し

中ん
だ
い
の
ま
げ
あ
し

干
い
ち
じ
ゅ
う

升
に
じ
ゅ
う
あ
し

支
じ
ゅ
う
ま
た

支
と
ま
た

デタ
し
に
が
ま
え

川
よ
っ
て
ん

王
お
う
へ
ん

良
ね
づ
く
り

家
ぷ
た

辰
し
ん
の
た
つ

草
か
く
の
か
わ

、
L
し
ん
に
ょ
う

三
の

問
題

酒

憲

井

と
れ
ら
は 、
少く
と
もわた
くしには
大変目
新しく
感じ
ら
れたの
で
あ

り
ま
す
(
同社の
五
年下に
も
「お
もな部
首」
として 、
「
f
にんべん」

以
下五
九
種の
偏
努冠
脚の
名称が
掲
げ
ら
れ
てい
ます) 。
どの
教
科
書
も

ζ
ん
な
具
合か
と思っ
て
調べ
てみ
ま
すと 、
部
首
表の
類
を掲
載
する
もの

には
多か
れ
少か
れこ
の
種の
ものが
見ら
れ
ます 。
たと
えばB
社の
教
科

書からは
右の
ほ
かに

P
わ
り
ふ

缶
み
ず
が
め

C
社の
か
ら
は

干
た
て
か
ん

升
ζ
ま
ぬ
き

亨
か
ば
ね

比
な
ら
び

艮
乙
ん
づ
く
り

な
どを
拾い
出
す乙
とが
で
き
ます 。
さ
らにA
社の旧
版(昭和三十九年発

行)
に
はノ

の
か
ん
む
り

ム
て
ん
い
ち

「
い
ち
だ
れ

久
ふ
ゆ
が
し
ら

f
て
ん
い
ち
だ
れ

多
か
み
か
ざ
り

酉
さ
け
づ
く
り

頁
い
ち
の
か
い

な
どが
見ら
れ
ます 。

現在
使
用さ
れてい
る
漢字の
大部
分はい
わゆ
る
形
声に
よる
もの
で
あ

り
ますから 、
漢
字を
部分に
分ち 、
その
組みたて
を理
解する乙
とが
大

切
で
あ
ると
と
は
言うまで
もありません。
またその
ため
に、
各部
分の
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よ
び
名が
教
授・
学
習の
効果を
あ
げるに
役
立つと
と
も当
然で
あ
りま
し

ょ
う 。
以
上の
よ
うな 、
わ
た
く
した
ちに
は
耳
慣れない
けれ
ど
もあるい

は
子
ど
もた
ちに
は
親しみ
ゃ
すい
かと
も
思わ
れ
るよ
うな
部
首名がつ
け

ら
れてい
る所
以
も乙
の
辺に
あるの
でしょ
う 。
し
か
し一

方 、
ζ
とば
は

社
会的な
習慣で
もあ
りま
すか
ら 、
伝
統を
無視し
た
突然な
改
変ゃ
あ
ま

りに
奇
異な
命
名はコ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
を
不
可
能に
する
ばか
りでな
く

教
育効
果とい
う
面か
ら
見て
も一
考を要
するの
で
はない
で
しょ
うか 。

わ
たく
し
が
部
首名の
歴
史
的な基
盤を
探っ
て
みよ
うと
志
したの
は 、
と

うした
動機か
らで
あ
りま
す 。

乙
の
方
面の
研究
として
直ちに
想
起す
るの
は 、
山
田忠
雄先
生の
日
本

大
学に
お
けるど
講
義で
あ
りま
す 。
と
れは通
信教
育の
『国
語
学概
論』

各論口
文
字お
よびその
研
究法(一
三
四ベ
J)

に一
部
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
(昭和二十七年九月) o
また、
最
近の
もので
は
山田
俊
雄
氏が
『日
本

語の
歴
史』(平凡社)
別巻
「雪量阻
史
研
究入
門」
第二
部(昭和四十一
年六

月) 、
お
よび
『
国
語と国
文
学』(昭和四十一
年九月号〉「しほ
とい
ふ
文
字

は
何
れの
偏K
か
侍るらん」
におい
て
論
及してお
ら
れ
ます 。
わ
た
くし

はζ
れ
らのど
研
究に
導かれて 、
い
ささかの
調
査考
察を
試みたの
で
あ

り
ま
す 。

ど
承知の
よ
うに
平
安
朝の
貴族
社
会におい
ては 、
幼童
婦
女子のど
く

ホ

一
般
的な
教
養とし
て
「
篇っ
き」
とい
う
知
的遊
戯が
行なわ
れてい
まし

た
源
氏
「
葵」
(
古
典
大
系
本 、
一
l三

五
六ペ)

ベむ勺き

つ
れ
片\
な
る
ま〉
に 、
たY 、
こ
な
た
に
て 、
悲
う
ち 、
一扇
附
な
ど
しつ
\
日

を
暮
ら
し
給ふ
K・

源
氏
「
柿
姫」
(
古
典
大
系
本 、
四
ー

三
O
Oぺ)

御
念
請
の
ひ
ま
/\
に
は 、
と
の
君
だ
ち
を
もて
あ
そ
び 、
ゃ
う
/\
お
よ
ず
け
給

へ
ば 、
琴
習
は
し 、
碁
う
ち 、
偏つ
き
な
ど 、
は
か
な
き
御
遊
び
わ
ざ
に
つ
けて

も 、
心
ばへ
ど
も
を 、
見
た
て
まつ
り
給ふ
に:::

枕
「
八二」
(三
巻
本)
(
古
典
大
系
木 、
一
一
五ぺ〉

長
押
の
し
も
に
火
ち
か
く
と
りよ
せ
て 、
さ
しつ
ど
ひ
て一腐
を
ぞっ
く

枕
二
九
九」
(
能
因
本)
(
校
本
枕
冊
子 、
五
六
七ベ)

あそ
び
わ
ざ
は:::
女
はへ
ん
い
と
お
か
し
(
前
田
本
「へ
んつ
く
も
よ
し」)

栄
花
「
月
の
宴」
(
古
典
大
系
木 、
上
ー二

九ペ)

御
物
忌
な
ど
に
て 、
つ
れ
作\
に
お
ぼ
さ
る注
目
な
ど
は 、
御
前K
召
し
出
で
弘 、

碁 、
双
六
う
た
せ 、
偏をつ
かせ 、
い
し
な
ど
り
を
せ
させ
て
御
覧
じ
な
ど
ま
で
ぞ

お
は
し
け
れ
ば・..... 

栄
花
「
も
と
の
し
づ
く」

(
古
典
大
系
本 、
下
l一二

六ペ)

人
/\ 、
は
か
な
き
御
弘 、
双六 、
偏っ
かせ
給
な
ど 、
も
ろ
と
もに
せ
さ
せ
給
ふ

程
の
御
仲
ら
ひ 、
つ
く
り
合せ
た
る
や
う
に
め
で
た
し

公
任
築
(
続
国
歌
大
観 、
二
三
二
七
五)

宮
の
女
房一局つ
かせ
給
ひ
し 、
と
まつ
り
し
て 、
っ
かせ
給・つ
け
る
を
少
将
とい
ふ

人
ま
け
ず
と
調印
が
ひ
け
れ
ば

さ
し
添へ
し

春日
の
山
の
三
笠
山
祭
し
人
もい
かY
定
め
む

夜
の
絞
党
「
巻
五」
(
古
典
大
系
本 、
三
六三ベ)

姫
君
た
ち
若
君
な
ど
は 、
ひ
とへ
に
さ
しつ
ど
ひ 、
来
う
ち 、
偏っ
き:::

増
鋭
「
第五」
(
古
典
大
系
木 、
三
O
五ペ)

御
門
ま
し
て
幼
く
お
は
し
ま
せ
ば
は
か
な
き
御遊
び
わざ
よ
り
外
の
御い
と
な
み
な

し・::・
乱
器 、
貝お
ほ
ひ 、
手
ま
り 、
へ
んつ
き
な
ど
ゃ
う
の
事ど
もを
思
ひ
/\

に
しつ
注
目
を
怒
ら
し
給へ
ば:;
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詩句の
中に
ある一
字の
偏を隠し 、
努の
みに
して
何備と
当てる
もの

(
雅
言集覧・
僅言集
覧)
と
も 、
また
逆に、
努を
隠して
偏
を
もっ
て
何

とい
う文
字と
言い
当てるζ
と
(倭訓
菜↓古
事
類苑)
と
も
説か
れてい

て 、
具
体的な
遊び
方自
体はよ
く

分かっ
てい
ない
よ
うで
すが 、
以
上の

用
例の
よ
うに、
悲や
双
六・
手まりな
どと
並記
さ
れてい
て 、
極め
て普



部首名 の変遷か ら 見 た二， 三 の 問題

通に
行な
わ
れ
た
遊びで
あっ
たこ
と
は
明
白で
あり
ま
す 。
現
行の
国語
教

科書で
も 、
三
年生
あた
りから 、
偏や
努な
どの
閉じ
漢
字を
集め
た
り
書

い
た
りし
て
競
争させ
る
よ
う
な
と
と
が
練
習問
題
など
と
して
出て
来ま

す 。
い
ず
れに
して
も 、
ζ
うい
う
遊び
な
り
練
習な
りに
はそ
れぞ
れの
共

通
部
分で
ある
偏など
を
呼ぴ
合うと
とが
必要で
しょ
うから 、
平
安
朝に

お
い
て
も必
ずや
何らかの
名
称が
あっ
たは
ずで
あ
ります 。
そ乙
で
先ず

わが
国で
出来た
部
首排列によ
る
古辞
書を
手が
か
りと
して
考えて
みた

い
と
思い
ます 。

*
従
来 、
多
く

「へ
ん
つ
ぎ
(
継
こ
と
す
る
も
「へ
ん
っ
き
(
付)」

と
すべ
き
で
し
ょ
う 。
と
の
「
付」
は 、
「
点
つ
か
れ
給
ふ
ま
じ
く」

(
源
氏・
後 、
若
菜
下
に
も
同
趣
二
例
あ
り)・
「
頭
あ
ら
そ
ひ
に
か
た

き
を
つ
き
た
ま
へ
ば」
(
大
鋭・
伊
予)
・

「
紙
と
い
ふ
文
字
を
名
に
つ

い
て」
(
平
家・
祇
王)
等
と
同
じ
く 、
四
段
動
詞
と閉山
わ
れ
ま
す(
今

昔・
史
記
桃
源
抄
等
に
も
見
え
る) 。
古
典
大
系
等
か
ら
の
例
文
は 、

該
当
部
分
の
濁
点
を
除
い
て
引
用
し
ま
し
た。

わが
国で
編
述せ
られ
た
辞
書の
うち
現
存最古の
もの
は 、
後の
弘
法大

八三O

師 、
「
東
大
寺
沙
門大
僧
都
空
海撰」
(巻首)
の
築
隷万
象名義(天長七年以

後の成立という)
で
あり
ます 。
願
野王
撰の
原本玉
鰐の
大部
分が
伝わ
ら

也事

ない
今日 、
原
本玉
釘を
改編・
簡
略化
して
家
蓄を
加
えたと
考えら
れ
る

と
の
万象
名
義は
まこ
とに
貴重
な
文
献で
あ
ります 。

-e
現
存
写
本
(
永
久
二
年)
の
仕草
舎
は
六
帖
仕
立
の
各
冊
目
頭 、
す
な

わ
ち一
巻
始
H一
l

m
部、
二
巻
始
H
自
t

口
部、
三
巻
始
H

心
部、

四
巻
始
H

木
部、
五
巻
始
H一不・

呑
部、
六
巻
始
H

山
部、
お
よ
び 、

三
巻
途
中
の
戸
部
に
部
分
的
に
存 。

と
の
本で
は 、
巻一
冒頭の

一
部第一

上
部第二

示
部
第三

まで
は
後の
大
広益
会玉
篇に
見られると
同様な
体
裁で
部首
見出し
を
示

し
ま
すが 、
以下
は 、
「一
了
三・
王」
等の
部
首字の
みの
もの
や
見出し

を
欠く
もの
少数
例の
ほ
か 、
「琵
部・
表
部・
里
部・
面部・
色部」
等の

形で
部
首標目を
掲げる
もの
が
大部
分であ
ります 。
と
れ
ら
は
お
そ
ら

く、
中
国人が発
音し
てい
たど
とく
に、
直
接 、
音で
読
まれてい
た
もの

で
あ
りましょ
う 。
と
云うの
は 、
巻
頭の
目
録が
次のよ
うな
体
裁の 、
反

切で
音を
示
した
部
首一
覧
表なの
で
あります 。

一
於逸
反

上
時談反

示
兇至
反

二
如至
反

三
蘇廿反

王
字
方反

玉
魚
録反

証
古楽反

午五
鼓反

未無
畏反

申
好神反

商余
需反

曾似
流反

成思
体反

亥
何改反

字書巻
頭の
総目や
部
首
索引に立回を示す乙
とは
後の
ものに
も間々
行
な

*
 

わ
れ
たとζ
ろで
あ
り
ますが 、
万
象名
義のとの
目
録はそ
れら
と
軌を一

に
する
もの
と
恩わ
れます 。

*
た
と
え
ば 、
「
柄拘
大
広
議
会
玉
箭
大成」
(
天
明
三
年)
岡
引
目
録・

「
釈
門
小
字
典」
(
明
治
十
年)
総
日・
「
糊賦
漢
字
典」
(
明
治
四
四
年)

部
首
索
引
な
ど
で
す
が 、
勿
論 、
時
代
が
隔
り
過
ぎ
ま
す
し 、
と
の
種

の
も
の
は
乙
の
時
代
と
し
て
も
い
わ
ば
異
端
で
す
か
ら、
万
象
名
義
と

の
直
接
的
な
関
速
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す 。

次い
で
部
首
名
音読とい
う
乙
と
に
係わる
古辞書は
類取県
名義
抄(図舎

一
O八一

奴本は永保元年以後の成立といわれる)
であ
りましょ
う 。
万
象名義の
そ
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の
名義を
苫名に
も承け
ると
の
名
議
抄は 、
独
特の
類
似
字形
排
列に
よる

百二
十
部の
編
成
で
す
が 、
仏
法
僧の
各巻
頭に
は
筋目暗
請
の
た
め
に
考

案さ
れた
と
思わ
れる
篇目
略
頒が
置か
れてい
ます 。
部
首
字に
声
点を付

し 、
カ
タカ
ナ
で
読みを
示
す乙
の
略
頒は 、
部
首が
ど

う
唱えら
れてい
た

か
を
知る
上で
格
好な
資
料
と思わ
れま
す 。
観
智院
本で
は
前
半
六十
部の

各
冊
第一
部
首に
の
み王
仰類と
同
趣の
「人
部
第一
・

耳
部
第
十一・
身部

第
廿一
・

牛
部第
品川一
・

水
部
第四
十一
・

石部
第五
十
ご
の
各一
行
を
有

し
ま
す 。
また 、
その
凡
例
相
当の
文
章に
は

立
信者源
依玉mM--
録
中
取県
字者私
所
為
也
印
字雌在人
部
依難
求

入
V
部
失
字削州
在
手
部
依難
知為大
部
等
也

と
あっ
て
「人
部-
V
部・
手部・
大
部」
等の
部
首
名
が
見
出
せ
ま
す 。

「
p」
の
傍訓など
は
音誌に
従っ
た乙
と
を
如
実に物
語る
もの
と
言え
ま

しょ
う 。*

一両一
山
寺
本
巻
頭
に
「
仏
宝
類
字
書
略
領
日」
と
し
て
掲
げ
る
五
字
八

句 、
四
十
部
首
が
お
そ
ら
く
は
原
姿
を
伝
え
る
も
の
で 、
分
冊
に
従っ

て
図
書
奴
本
(
法)
の
五
字
四
行 、
速
成
院
本
(
仏
上・
法
上)
の
四

字
五
行
と
く
ず
れ 、
観
智
院
本
の
各
冊
分
載
に
い
た
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す 。
(
拙
稿
「
類
楽
名
義
抄
の
字
順
と
部
首
排
列」
『
本
邦
辞
書
史
論

叢』) 。

縄円九Al乱。-

ひ
る
が
え
っ

て 、
新
撰{子
鏡
(円L
泰
年
仇
の
宋
か
延
菩
の
始
頃
の
成
立
と
い
わ
れ

る)
で
はど
うで
しょ
うか 。
和訓を
有する
辞
書として
現
存最古の
もの

で
ある乙
の
本は 、
編
輯上の
多
少の
不
統一
あ
り
とはい
え 、
部
首の
「意

味に
よ
る
分類
排
列一
をは
じめ 、
わが
国
人の
ための
辞
書としての
新工

*
 

夫が
加えら
れてい
るよ
うで
あ
ります 。

阪
会
篤
義
博
士
「
辞
容
と
分
類
1

新
撰
字
鏡
に
つ
い
て
|」

(『
国
語

* 

国
文』
昭
和
二
十
五
年
十
月)・
「
新
撲
字
銭
の
再
検
討
|

立
和
本
を
中

心
に
|」

(『
本
邦
辞
書
史
論
叢』)

部
首名に
関して
も次のよ
うな
著しい
特
徴が
認め
ら
れます 。
すな
わ

ち 、
大
部
分の
部
首見出しは

天
部
第一

日
部
第二

月
部
第三

とい
うよ
うに
玉
鰐や
万
象
名義と
同体
裁では
あり
ますが 、

親族
部第十三

小
学
篇字及本草木異
名
第六十
九

小
学知
字

及本草
草異
名
第七十一

品
字様
第百四十
回

数
字
第百五
十

六

雑字第百五
十七

重
点
第百五
十八

逮
字第百五
十七

臨
時雑要
字第
百六十

等の 、
い
わ
ゆる
偏
努に
よ
らない
もの
九
府の
ほ
かに 、

文
民八
点
第百五
(莫・
異・
具・
奨・
興・
典・
其・
先・
共な
ど)

文
尻
汁
部
第百十九
(
弊・
奔・
弁・
芥・
弄・
井・
昇・
葬など)

文
下一
点
第百三
十五
(亘・
且・
旦・
上・
丘・
蜜・
設な
ど)

文
下
木
点
第百四
十一
(祭・
呉・
架・
楽・
巣・
集・
梁・
某な
ど)

首
角
部
第百四
十二
(羨・
者・
義・
美・
曽・
差・
美・
発な
ど)

の
五
篇の
よ
うに 、
文
字構成の
位置
如
何に
着目し
た
と
思わ
れる
命
名の

見え
る乙
とがその一
つ
で
あ
りま
す 。
い
わ
ゆる
偏努冠脚
でい
えば
「文

下」
や
「文
尻」
は
「脚」 、
「
首
角」
は
さ
しずめ
「冠」
もし
くは
「か
し

ら」
に
当る
ので
しょ
う 。
また 、
文
下
木
点の
ほ
かに 、
い
わ
ゆる
木偏の

字を
集めてい
る
木部
第六十八が
見えるの
ですから 、
文
下
木点は
後の

「ひ
ら
ぎ」
に
相
当するの
でしょ
う 。
と
のよ
うに 、
文
字
中の
位置によ

っ
て
本
来の
形と
異なっ
た
形に
なっ
た
もの
は
別に
類楽してい
ると
とが

第二の
特
色で
あ
ります 。
し
か
も 、

人
部
第十
ll
f部第

十一
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火部第八
||

連
火部第九



事

王
部
第六
十三
||玉

部第六
十四

の
よ
うに
隣
同士につ
い
で
られる
ものよ
り
も 、
次の
各
組の
よ
うに
別々

に
置か
れる
もの
の
方が
多い
よ
うで
あ
り
ます 。

心
部
第二
十三
||小

部第九十
九
手
部第二
十四
||

宇
部
第百一

岡
部
第四
十二
||回

部
第百
十

犬
部第
百八
||

ざ部
第七
十
七

万
部
第百十六
ll
リ部

第百二
十八

象
玉
都
と
玉
部
は
玉
筋
類
で
も
隣
接
し
ま
す
が 、
ζ
の
本
の
王
部
に
は

玉
部
も
し
く
は
括
部
に
属
す
る
「
理・
瑞・
珍・
璽・
斑」
な
ど
ま
で

編
入
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
の
で
す 。

部 首 名 の 変 遷 か ら 見た二， 三 の 問 題

第三
に
は

二
水
部

三
水
部(
筋立
次第と
巻六
冒
頭の
目
録、
か
く
作る 。
本
文襟
目は
水
部)

之達
部(

H

之
部)

の
よ
うな 、
現在の
呼称に
密
接な
関
連
ありと
思
わ
れ
る
部
首名の
見える

ζ
と
で
あり
ま
す 。
万
象名義で
は
そ
れぞ
れ
部首
字を
音読して 、
た
と
え

ば
名義抄
略
頒に
示
すよ
う
な
「ヒョ
ウ・
ス
イ・
チヤ
ク」
で
あっ
た
と
恩

わ
れる
もの
が 、
と
の
新
撰字
鏡では 、
た
と
え
ば
後の
運
歩色
葉
集(元包

*
 

二年本)
に一不
す
よ
う
な
「ニ
ス
イ・
サン
ス
イ・
シ
ネ
ウ」
と
呼ば
れてい

た
に
違い
あ
りません。

*
「
透」
は
新
撰字
鋭
巻
九
(
二
二
オ)
に
「
而
〔
沼〕
反」
と
注 、

名
義
抄
で
は
「
遁Mげ以

1
鏡」
(
仏
上
五
五)
と
あ
り 、
「
続」
(
法

中一一一
九)
に
は
「
和
ネ
ウ」
と
見
え
ま
す 。

前述の
火
部に
対する
「連
火部」
もそ
うで
しょ
うが 、
そ
れぞ
れ
別部

と
され
た
「
f-
u-
十・
宇・
ざ・
回」
の
各
部に
も 、
お
そ
らくはそ
れ

ぞ
れに
即し
た
呼称が
あっ
たは
ずで
あ
りま
す 。
そ
う
思っ
て
天治
本を注

意し
て
観
察
しますと 、
「
f」
に
は
本
文で
「立人」
と
注
し 、
「
リ」
に
は

鰐立
次第で
「立
万」
と
傍
書 、
「十」
に
も
策立
次第で
「立心」
と
小字

e-

で
傍
官官して
お
り
ます 。
ま
た、
小
部の
本文
見出
しには
「心
片
様故立心

耳」
と
あ
りま
す 。
元
来 、
注記で
あっ
た
ものが
部
首見出しの
よ
うな
扱

い
を
受
けた
もの
と
恩
われ
ます 。

*
「
f」
は
中
国
で
「
立
人
児
(一
二
g
o吋Y)・
立
人
芳(一
二
g
宮口問)

と
の
と
と
(
大
漢
和
辞
典) 。
山
田
先
生
は
『
文
教
温
故』
を
ひ
い
て

「
利
の
右
傍
を
リ
ッ
タ
ウ
と
い
ふ
は
懐
の
備
を
リ
ツ
シ
ン
と
い
ふ
が
ど

と
く
も
と
シ
ナ
に
て
俗
の
偏
を
立
人
と
い
へ
る
に
な
ら
ひ
し
も
の
な
る

べ
く 、
彼
此
お
な
じ
発
想
に
も
と
づ
く」
と
注
し
て
お
ら
れ
ま
す
(
通

信
教
育
『
国
語
学
概
論』
三一
五
ベ) 。

「h」
を「h
点
部」(
享和
本・
群
書類従
本では〉
が
落ちて
「点
部」)

と
すると
と
も乙
の
本の
特色と
すべ
きでしょ
う 。
と
の
部は
従来「占」

部と
さ
れて
き
ま
したが 、
誤
写か
らの
誤
解ではない
か
と
思い
ます 。
本

文に
「己知輔反」
と
あり
「ミ」
に
「一
こ
を
並記し
た
形に
なっ
ていて
部

首
見
出し
も筋立
次
第
もと
れ
を承けて
その
まま
「己
点
部」
と
するので

すが 、
「知
輔反」
は
万
象名
義で
も
「』」
の
反
切で
あ
りま
すし 、
宋
本

玉品川に
も
ヱ
部」
は見えないよ
うで
あ
り
ます 。
占
は 、
たと
えば
類
衆

名
義
抄などで
は
「音」
の
省
文で
あ
りました
し 、
漢土の
辞
書で
も「徒

鈎
反」
と
注
してこ
の
字を
掲
出するの
は
「字梨」
(
康照字
典・
大
漢和

辞典
所
引)
か
らのよ
うで
あ
ります 。
新撰
字鏡が
「
、乙
の
もとに 、
後

に
「ム」
部に
属するよ
うに
なっ
た
字を
含めて
六
六
字
も類
楽した乙
と

は
新
機軸
では
ありましょ
うが 、
部
首としては
なお
「h」
部で
あっ
た

と
すべ
きで
しょ
う(所
属
字 、
乗・
変・
享・
票・
率・
豪・
亦・
卒・
畜・

芥・
云・
育・
薙・
高・
冗・
恋・
文・
夜・
方・
哀など) 。
後の
もの
で
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すが
「強真草
字引
大成
総
目」
(宝永四年・
文政三年一再)
や
「桝扇
冠字
引

大
全
目
録」
(
明
治
六年)
な
ど
で
は
「
h」
に
「
し
ゅ
て
ん」
と
い
う
部
首
名

を
示
し
て
い
ま
す 。

ζ
の
ほ
か 、
「
阜
部」
は
節
目
次
第
で
「
日」

を
傍
書す
る
に
止
ま
る
の
に

対
して
「
邑
部」
は
すべ
て
「
日

部」
と
す
る
ζ
と 、
あ
る
い
は
「
卯
印
部・

失
宍
部・
長井
長
部」
の
統
合
部
首
な
ど
注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う 。
と
も
か

く 、
ζ
の本
の
成っ
た
昌
泰
年
聞
に
は
現
在
の
称
呼
に
近
い
も
の
が
い
くつ
か

現
れ
た
ら
し
い
乙
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
思
わ
れ
ま
す 。
「
続っ
き」
な
る
遊
戯
も

と
う
し
た
背
景
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
すべ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う 。

三

一
二六四l一
二
八七

文
永・
弘
安の
と
ろ
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
塵
袋 、
お
よ
び
そ
の
後
身

一
四四六

一
五三二

と
さ
れ
る
塩
袈
抄
(文安三
年)
や
塵
添
塩
袈
抄
(
天文元年)
に
関
連
記
事
が

あ
り 、
い
くつ
か
の
部
首
名
が
拾
え
る
こ
と
は
先
学の一不
さ
れ
た
通
り
で
あ
り

ま
す
(
陸
袋
は
古
典
全
集
本 、
護
加盟
抄・
陸}体
構也
袈
抄
は
臨
川
書
応
刊
本
を
使
用。
数
字

は
巻
と
項
を一示
す) 0

先
ず 、
鹿
袋
に
は

虫
篇日

木
節目引引

手
続山

糸
篇叩

食
節目

口
篇叩

な
ど
が
見
え
ま
す
が 、
具
体
的
に
ど
ん
な
読
み
方
か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん 。

-ア
-3

た
だ
し 、

手
篇
な
ど
は
塩郡山
抄
版本
で
は
「
手
筋M」
と
読
み
を
示
し
て
い
ま

す 。
塩
同議
抄
に
は
右
以
外
で
は

乙
続H

土
篇一一

山
冠国

タケカフリEJ

ソワネヴ

シ
ネウ

竹
冠同

走
絞M

回
選M

竹
筒MMM

毛抑制M

勿ノ
+小内ノゆaT

久
続M

玉i-­席iシ2-38 

目
篇凶

コ
ザルヘン

小
猿
節

大サル・
大サ
ト臼

小サ
ト

続日

な
ど
の
ほ
か 、
「
平
木間」
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
ま
す 。

*
明
朝
体
の
「
L」
に
当
た
る
(
名
義
抄
は
建
部
に
付
載 、
中
近
世
を

通
じ
て
の
普
通
の
字
体
は
「
久」) 。

と
こ
ろ
で 、
塵
袋
で
「
竹
篇」
で
あっ
た
も
の
が
墳
装
抄
で
は
「
竹
冠」
で

現
れ
る
ζ
と 、
従っ
て
庫
添
塩
袈
抄
に
お
い
て
巻
十一
ノ
十
八
で
は
竹
篇、
巻

一一
フ
四
十一
で
は
竹
冠
と
い
う
ふ
う
に
二
様
で
あ
る
乙
と
は 、
塵
袋・
墳
装
抄

聞
の
百
数
十
年
間
に
お
け
る
変
化
を
物
語
る
興
味
あ
る
現
象
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す 。
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鹿
袋の
「
竹
篇」
は
次
の
よ
う
な
文
脈
に
使
わ
れ
て
い
ま
す 。

ーナマエノヤナタヒ

ヤナタヒ

日
箕
服
||服ノ

字-一ハ
竹
筋ヲシ
タカヘ
テ
常ニハ
緩
トカ
ク 、

此レハ
倍ヲ
略シ
タリ

川
第十
築
l|

竹ヲエ
リ
テ
管トモ
ス
ル
故-一
竹
篇ヲシ
テ
筆
築トカ
ク

問
ヵ、
リハ

欽ニ
テツ
クレ
ル
ニ
饗トカ
キ
テ
竹
筒ヲシ
タカヘ
タル
如

可

ま
た 、
次
の
よ
う
な
記
事
も
見
え
ま
す 。

山
続ノ
字ヲハ
毛
前ヲ
略シ
テ
夕、
ミ
ト

云フ
字ヲ
用
タル
コ
トモ

ア
り

円
藤ハ
|1

草ヲ
前ニ
シ
タカヘ
タリ
カツ
ラノ
類ナ
レハ

草ナルヘ
シ

悶趣の
記
事は
「改元
部類」
所引の
「家通
卿記」(安元三年八月四日)

に
も
見
え
ま
す 。

至
子
治
承
者、

上
治
字
三
水、

下
承
字
又
随
水
篇、

連
連
有
水
損
之
問、

而
随
水
篇
歎
云
云
(
付制
約
書
類
従
巻
第
二
八
三、

続
第
拾
壱
輯
上
一

九
九
ベ
)

*
他
に
「
承
字
従
水」
(
同
八
八ぺ)
「
縫
字
従
文
与
血」
(
九一
ぺ)

等
の
「
鈎」
を
付
さ
な
い
も
の 、
お
よ
び 、
「
三
水
点」
(一
二
九ぺ
・



部 首 名 の 変 遷 か ら 見た二， 三 の 問 題

一
六
八
ぺ
等)
「
水
点」
(一
六
八
ぺ)
等
の
「
点」
と
す
る
も
の
が
見

え
ま
す 。
と
の
点
は 、
新
提
字
鋭
の
「
文
尻
八
点・
文
下一
点・
文
下

木
点・
〉
点」
等
と
同
様 、
点
画
の
窓
と
恩
わ
れ
ま
す 。

乙
れ
ら
か
ら
推
し
て
考
え
ま
す
と 、
現
行の
よ
う
な 、
漢
字
の
左
側に
位
置

す
る
偏
と
い
う
狭
い
使
い
方
で
は
無
く
し
て 、
偏
労
冠
脚
の
い
ず
れ
で
あっ
て

も 、
つ
ま
り 、
漢
字
の
構
成
要
素
と
し
て
の
部
首
すべ
て
が
「
篇」
で
あっ
た

よ
う
で
あ
り
ま
す 。

新
撰
字
鏡
の
序
文
に
は 、
一
切
経
音
義
は
「
不
録
顕
篇
部」
が
故
に
「
勿々

易
迷 、
だ々
巨
悟
也」 、
因っ
て
「
群
文
倭
漢 、
文々
弁
部
字々
捜
篇」
し

て
草
案
を
作
り
終
え 、
さ
ら
に 、
玉
篇・
切
韻
等
に
よ
り
加
筆
し
て
全
十
二

巻 、
「
片
数
壱
倍
陸
拾」
を
成
し
た
由
が
記
さ
れ
て
い
ま
す 。
ζ
こ
で
い
う

「
篤」
や
「
部」
は 、
観
智
院本
類
衆
名
義
抄
に
見
え
る

立
篇
者
源
依
玉
篇
:;・

篇
中
梁
字
者
私
所
為
也
印
字
雄
在
人
部
依
難
求

人
ロ
部
失
字
雄
在
手
部
依
難
知
為
大
部
等
也

の
「
篇」
や
「
部」
と 、
さ
し
て
径
庭
は
無
い
よ
う
で
あ
り
ま
す 。
ま
た 、

「
片
数
壱
信
陸
拾」
と
す
る
の
は
色
葉
字
類
抄
序の

アケ

ス

スでT

A寸
錫
色
築
之一
字
為
詞
条
之
初
言
凡
四
十
七
筋

と
同
断
で
あ
り
ま
し
ょ
う 。
つ
ま
り 、
「
部」
と
言い
「
篇」
と
言っ
て
も 、

結
局
は 、
あ
る
益
準
に
よっ
て
分
類
し
類
取抗
さ
れ
た
も
の
の一
団
で
あっ
て 、

時
代
に
よ
り
人
に
よっ
て
広
狭・
上
下
の
差
は
あっ
て
も
何
か
を
共
通
に
す
る

も
の
の
集
ま
り
で
あ
る
点
で
は
同
様
と
思
わ
れ
ま
す 。

ま
た 、
長
慶
天
皇
の
仙
源
抄
の
政
文
に
見
え
る

音
に
も
あ
ら
す
儀
に
も
あ
ら
す
い
つ
れ
の
篇
に
付
て
さ
た
め
た
る
に
か
お

ぼ
つ
か
な
し(
内
閣
文庫本)

と
の
お
言
葉の
よ
う
に 、
間
に
は
「
ど
ち
ら
の
基
準(
方
面)」
と
い
う
よ
う
な

一
般
名
詞
と
し
て
の
用
法
も
あ
り
ま
す 。
古
本
節
用
集
の
う
ち 、
た
と
え
ば
正

*
 

宗本
・

広本
・

明
応
五
年本
・

弘
治
二
年本
・

黒本
本
・

伊
京
集・
天
正
十
八

年本
・

易
林本
・

乾本
等
は
「
何
篇」
を
登
載
し 、

和
漢
通
用
集
に
は
「い
つ

**
 

れ
も
也」
と
注
さ
れ
て
い
ま
す 。
ま
た 、
広本
に
見
え
る
「
武
錆」
は
甲
陽
軍

鑑
な
ど
に
し
き
り
に
現
れ
る
語
で
あ
り
ま
す 。

事
山
問
先
生
の
「
橋
本
博
士
以
後
の
節
瓜
築
研
究」
(『
国
語
学』
第
五

輯)
参
照 。

*命事
正
宗
本・
広
木・
弘
治
二
年
本・
明
応
五
年
本・
天
正
十
八
年
本
お

ナエヘン

よ
ぴ
飯
頭
屋
本
に
は
「
何戸川」
も
見
え
ま
す 。

い
う
ま
で
も
な
く 、

漢
字
の
大
部
分
が
い
わ
ゆ
る
形
声
文
字
で
す
か
ら 、
そ

の
類
取県に
当
たっ
て
は 、
意
義
符
か
音
符
か
の
共
通
部
分
に
依
る
の
は
当
然
で

あ
り
ま
す 。
玉
節
以
下
の
部
首
分
類
体の
辞
書
は
前
者
を
主
と
し
て 、
た
と
え

ば
五
四
二
部(原本玉
篇)
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す 。
ζ
の
系
統に
属

す
る
わ
が
国
撰
述
の
古
辞
書で
言
え
ば 、
家
隷
万
象
名
義
は
玉
筋
同
様五
回
二

部 、
類
表
名
義
抄
は
二一
O
部 、
新
撰
字
銃
は
「
片
数
壱
伍
陸
拾」
と
い
う
わ

け
で
あ
り
ま
す 。
排
列
に
際
し
て
は 、
目
印と
し
て
そ
の
第一
に
置
く
も
の
が

い
わ
ゆ
る
部
首
で
す
か
ら 、
部
首
す
な
わ
ち
「
府」
と
い
う
の
は
極
め
て
自
然

の
勢
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う 。
乙
う
し
て 、
一
般
名
詞
が
術
語
化
し
て
行
くの
で

あ
り
ま
す 。
新
撰
字
鋭
が本
文
巻
頭の
「
総
目」
(廿干和
本)
を
「
鰐
立
次
第」

(天治
本)
と
称
し 、
類
来
名
義
抄
の
筋
自
に
相
当
す
る
も
の
に
「
六
帖
字
書

。*篇
立」
の
存
す
る
の
も 、
乙
の
事
と
無
関
係
で
は
無
い
で
しょ
う 。
後
の
和
玉

篇
の一
類
に
「
音
訓
筋
立」
や
「由州
目
次
第」・
「
拾
節
目
築」
な
ど
と
い
う
書

名
ま
で
現
れ
る
の
は 、
と
う
し
た
原
義
か
ら
遥
か
に
遠
ざ
かっ
た
結
果
で
あ
ろ

う
と
思わ
れ
ま
す 。
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* 

岡
田
希
雄
氏
『
類
衆
名
義
抄
の
研
究』



と
こ
ろ
で 、
新
撰
字
鋭
の
序
文
に
は
前
述
の
「
片
数」
の
ほ
か
に
次
の
よ
う

な
記
事
が
見
え
ま
す 。

或
有
字
之
片
岡
相
見
作
別
也
十
巾
王
玉
壬
月
肉
丹
舟
角
南
如
是
等
字

片
者
難
相
似
而
皆
別
也

「
篇」
は
「
部」
と
対
し
て
二
ケ
所用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら 、
「
片」
は

単
に
字
画の
簡
単
な用
字
に
従っ
た
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
で
あ
り
ま

す 。
あ
る
い
は
観
智
院本
類
衆
名
義
抄
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
片」
の
使用
法

と
共
通
の
窓
識
に
淵
源
す
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
す 。

設
中
多
略用
山町

(ヲ

ヱ刊
し
制

h
制

f靴
才
特
等
也

つ
ま
り 、
漢
字
を
構
成
す
る一
部
分
が
カ
タ
/\
な
の
で
す
か
ら 、
共
通
の
片

に
よっ
て
集め
ら
れ
た一
集
団
で
あ
る
「
日」
を
代
表
す
る
部
首
字
も
ま
た

「
片」
な
の
で
あ
り
ま
す 。
乙
う
い
う
窓
識
が
や
が
て
「
筑」
か
ら
「
偏」
を

分
山
さ
せ
て
いっ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す 。
右
の
新
撰
字
鋭
の
記
事
で
も「
壬

南」
以
外
は
い
わ
ゆ
る
偏
で
あ
る
よ
う
κ 、
「
片」
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
偏
が

大
多
数
を
占
め
る
こ
と
も 、
あ
る
い
は
与っ
て
カ
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん 。

*
 

「
偏
芳」
と
い
う
熟
語
は
も
と
よ
り
中
国
出
自
で
あ
り
ま
す
が 、
偏
と
言い
努

(
傍)
と
言
う
も
カ
タ
/\
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
り
ま
す 。
「
海
録」
(山

崎美成・
国
会図書館
本)
巻
九
K
よ
り
ま
す
と 、
「
音
釈
五
侯
鮪
字
海」
の
巻

首
「
家
殺
字
傍」
の
条
に 、

人
字
傍
(
f)

双
人
傍
(
ヰ)

竪
心
傍
(
)

挑
手
傍
(
宇)

耳
字
傍

目
字
傍

材料
傍

な
ど
が
見
え
る
白 、
彼
此 、
偏・
芳
を
異
に
す
る
の
も
興
味
深
い
現
象
で
す

が 、
い
ず
れ
に
し
て
も
わ
が
国
で
「
侃」
と
なっ
た
要
因
の一
つ
に
は
「
片」

の
意
識
が
数
え
ら
れ
る
の
で
は
無
い
か
と
思
い
ま
す 。

*
わ
が
国
の
十日
辞
書
で
「
偏
芳」
の
見
え
る
の
は
弘
治
二
年
本
節
用
集

な
ど
が
早
い
例
の
よ
う
で
す
(
大
雪
海
や
大
漢
和
辞
典
と
同
じ
く 、
綜

献
の
「
石
彰
歌」
を
ひ
く 。

広
本
節
m
集
は
「へ
ン
ト

ツ
ク
リ
ト

ノ
義

也」
と
注 。
天
正
十
八
年
本
は
「へ
ン
ツ
ク
リ」
を
登
載) 。

『本
邦
辞
書史
論
議』
の
山
田
先
生
や
前
田
宮
誠
氏
の
ど
研
究
に
よっ
て 、

東
洋
文
庫
に
蔵
す
る
岩
崎本
字
鏡
(世
間吋寺本とも)
が
「
古
倭
玉
筋」
の
成
立

に
重
要
な
役
わ
り
を
持つ
も
の
で
あ
る
ζ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が 、
と

の本
は 、
部
首
見
出
し
を
すべ
て
「
O
儒」
を
以
て
す
る
と
乙
ろ
に一
特
色が

あ
り
ま
す 。
す
な
わ
ち 、

第
十
「
篇

第
二
十
山
釘

第
三
十
食
鰐

の
ど
と
く
で
あ
り
ま
す 。
新
撰
字
鋭
が
「二
水
部
第
六
十
六」
と
し
た
も
の
は

「
第
十
七
二
水
筒」
で
あ
り 、
「
十
部
第
九
十
九」
は
「
第
十
五
心
筋」
に
続

い
て
「
第
十
六
十
府」
で
あ
り
ま
す 。
新
撰
字
鋭
が
「
首
角
部」・「
文
尻
八

点」
と
し
た
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
「
第
五
十
四
立川」
「
第
五
十
六
共
釘」
と
し

て
引
きつ
が
れ 、
か
れの
「
失
央
部
第
百
冊」
が
「
第二
十
五
巻
篇・
第二
十

六
春
節」
と
し
て
分
立
し
て
い
る
乙
と
な
ど
も
注
意
さ
れ
ま
す 。
今
ま
で
部
首

と
し
て
見当り
れ
な
かっ
た
「
土扇」
や
「
良
府」
の
見
ら
れ
る
乙
と
も
特
記
す

べ
き
で
あ
り
ま
しょ
う 。
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編
輯
者
注
「
延
徳
本
倭
玉
篤
と且口
訓
筋
立・
世
尊
寺
本
字
鏡」

前
回
官
級
氏
「
延
徳
本
倭
玉
筋
に
つ
い
て」
「
世
時
奇
本
字
銃
の
成
立」

と
こ
ろ
で 、
部
首
を
「
O
筋」
と
称
す
る
の
は
こ
の本
だ
け
で
は
な
く
て 、

お
互
に
街
接
な
関
係
あ
り
と
証
さ
れ
た
延
徳本
倭
玉
おの
増
補
部
分 、
お
よ
び

音
訓
町
立
も
同
様
と
の
ζ
と
で
あ
り
ま
す 。
立回
一訓
筋
立
に
は
「
三
水
お」
や

「
り

筋」
が
見
ら
れ
ま
す 。

と
乙
で
惣
起
さ
れ
る
の
は
高
山
奇本
知
衆
名
義
妙
で
あ
り
ま
す 。
相切
符
院
本

の
前
半
各
冊
第
二部
首の
「
人
部
第一 、
耳
部
第
十一

」
K
対
し
て 、
高

寧



部 首 名 の 変遷か ら 見た二， 三 の 問 題

山
寺
本に
は 、
次のよ
う
に
各
部に
現れ
ます。

第一
人
筋

第二
オ
知

第
三
走筒

第
五
走
筋

第
六
麦
鰐

第
七一
筋

第
九
十
篇

第
十
身
篇

第
十一
耳
篇

第
十三
舌
話

第
十
回
目
前

第
十
五
目
篇

第
十
七
見
筒

第
十
八
日
間

第
十
九
百
お

高
山
寺
本はい
ろん
な
意
味で
整理の
手の
加わっ
た
本と
恩
わ
れるので

*
 すが 、

「
部」
が
「筋」
と
改めら
れた乙
とは
岩
崎
本な
ど
とど
うい
う
関

述が
あ
りま
しょ
うか 、
興味ある
問題
で
もあり
ま
す 。

*
拙
稿 、
四 、
注
(『
本
邦
辞
書
史
論
叢』
二
二一
ベ)

と
の
よ
う
に
見
て
来ます
と 、
中古の物
語
類に
現れる
「
抗っ
き」
の

「へ
ん」
も近
世以
降の
解
釈の
よ
うな 、
偏
努
冠脚の
偏 、
努に
対
する一備 、

と
い
うよ
うな
狭い
意
味の
「へ
ん」
では
不
適当の
よ
うで
す 。
二
水・
三

水
やニ
ク
ヅ
キ
が
二
水
篇
〈岩
崎本字鋭)・
三
水
篇
(音訓筋立)・
ニ
ク
ヅ
キ

ヘ
ン
(天正十七年本巡歩色葉集)
で
あっ
たの
は
勿
論
の
乙
と 、
竹
冠や毛

芳
も竹
篇・
毛
篇(座袋)
で
あ
り 、
お
そ
ら
く
は
新撰字
鏡の
「
リ」
など

も立
万
篇で
あ
り連
火
箭で
あ
り
之
透筋で
あっ
た
とζ
ろの
「へ
んっ
き」

と
し
て
再検
討すべ
きで
あ
ろうと
思い
ます 。

ま
た、
徒
然
草上
巻最
終
段(一
三六)
の「しほ
といふ
文字はいづ
れの

偏に
か
侍る
らん」
の
場
合も
||乙

の
「しほ
とい
う文
字」
につ
いて
は

当
初
触
れ
まし
たよ
うに
山
田
俊政
氏の
有益など
論
考が
あり
ま
すが
ーー

と
の
内
府の
意
味した
「へ
ん」
も
必ず
し
も偏芳冠脚の
偏その
もの
で
は

な
くて
「どの
部
首に
属
する
か」
とい
う
程
度に、
い
わば
緩や
かに
解し

て
い
い
の
で
は
ない
でしょ
うか 。
む
し
ろ 、
偏
努の
偏と
部
首一
般を
指す

語
とが
等しく
「へ
ん」
で
あっ
た
とζ
ろに
内
府の
問い
の
陥
穿が
あり 、

第
四
E
篇

第
八
|
信

第
十二
女
篇

第
十
六
鼻
筋

偏
努の
偏
とし
て
しか
受け
とれなかっ
た「く
すし
あっ
し
げ」
の一
徹さ・

*
 

偏
狭さとのズ
レに

兼
好の
興
味の
焦
点が
あっ
たの
ではない
かと
思
うの

です 。*
「
徒
然
草
諸
抄
大
成」
所
引
の
徒
然
草
句
解
(
寛
文
五
年
刊)
に
は

「
し
ほ
と
云
字
に
土
偏
に
容
は
な
し
と
い
へ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
土
偏
に

そ
ふ
ろ
ふ
と一
す
ぢ
に
き
は
め
て
い
へ
る
は
大
才
の
人
に
あ
ら
ざ
る
事

し
ら
れ
て
床
し
き
所
な
し
と
な
b」

(『
国
文
注
釈
全
書』
四
四
四ペ)

と
あ
り 、
徒
然
草
拾
遺
抄
(
貞
享
三
年
脱
稿)
に
も
「
し
ほ
と
い
ふ
字

に
土
偏
に
魯
く
は
な
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ず一
概
に
極
め
て
云
ふ
は
大
才

の
人
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
か」
(『
未
刊
国
文
古
注
釈
大
系』
第
十
六
冊
二

四
九
ぺ)
と
い
う
同
越
の
記
事
が
見
え
る 。
「
帽置
に
対
し
て
塩
は
俗
字

な
る
故」
と
い
う
通
説
よ
り
は
参
考
と
な
ろ
う 。

以上の
よ
うな
諸
傾
向と
重ね
合わせて
考えて
みま
すと 、
時間添時世
襲抄

に
おいて
塵袋の
「竹
篇」
と
境袈抄の
「竹
冠」
とが
同居してい
ると
と

は
ま乙
とに
象
徴
的で
あります 。
へ
ン
か
ら
先ずカム
リが

分出し 、
引
続

い
て
タレ
が
出
来カシ
ラ
が
生ま
れて 、
現行のよ
うな
呼
称の
習慣が
形成

さ
れたの
でしょ
うが 、
その
展開が
始まっ
たの
は 、
まさに乙
の
腔袋か

ら
境
整
抄へ
の
百
数
十
年の
聞ではな
かっ
たかと
推
定される
か
らで
す 。

院政
期ど
ろか
ら
始まる
近
代語へ
の
胎
動が 、
鎌
倉妥
町
時代を
通じ
て 、

各
方
面でい
ろんな
徴候
として
現れるの
で
すが 、
乙
の 、
部
首
名の
分化・

展
開の
時
期
もま
た、
そ
れら
と
符
節を合わせ
るよ
うで
あるの
も 、
道理

とい
わな
け
ればな
りませ
ん。

四
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次の
〔
表1〕
は 、
部首
名の
分化・
展開の
あとを
概
観
する手が
か
り



〔表
ご
部
首
名に
現れる
偏
努
冠脚

| 偏 冠 続 格 霊 努 頭 脚 Z他 計

@座 袋箭
(1280どろ) 8 8 

③壌 装 抄 府2 冠 f絞3
(1446) 13 2 リ 4 3 22 

ヘカ カ ニ カ
。運歩色葉集 フ ン て7

(1548) フ
ン リ リ ウ へ32 9 1 3 2 10 60 
へ か に か た つ

⑨落葉集小玉篇 む ま く
(1598) ん り つ へ れ り32 8 3 5 2 2 47 105 

⑤頭用書集増大 補
へ か に か た っ か (く

節 全 ふ ま く し つ
(1692どろ) ん り つ へ れ り り 2 45 14 8 8 2 15 4 � 52 148 

とし
て 、
い
わゆる
偏努
冠脚の
類が
部
首の
よび
名の
中に
現れる
状態を

整理
して
みた
もの
で
あ
ります 。
A
の
塵袋に
は
「篇」
を
付して「
O筒」

と
する
ものが8
種
見える 、
B
の
塩
袈抄に
は
「O
筋」
が日
程 、
「O
冠」

-小内，

が2
種
(竹・内) 、
「O
続」
が4
種
(乙・
久-
L・
走)
見える 、
とい

うふ
うに
読みま
す 。

部
首名がまと
まっ
た
形で
現れる
の
は
室
町
末(天文十七年の成立とい

う)
の
運
歩
色
葉
集
(C)
か
らで
あ
りま
す 。
へ
の
最
末
部に
「
片尽」
と

ホ

して印
和
掲
げられてい
ま
すが 、
その
内容は
次の
通
りで
す 。

偏
羽
(ニ
チ
ヘ
ン
・
ツ
キ
ヘ
ン
・
ニ
ス
イ・
三
ス
イ
等)

冠
孔
(
ウ
カ
フ
リ・
ア
メ
カ
フ
リ・
サ
フ
カ
フ
等)

続
3

3-?

?
タ-
E・
ヲ
ツ-
ZJ)

構
2
(
カ
ト
カ
7
へ
・
ク
ニ
カ
マ
ヘ)

芳
2
(
リ
タ
?
ヲ
ウ
サ
ル)

腕
4
(
ヒ
ラ
キ・
ヒ
ラ
ピ
・
シ
タ
コ
、
ロ
・
レ
ン
ク
ワ)

部
首
名
中に
現れた
もの
として
は 、
カマ
ヘ
を
付する
もの
がB
に
は
見え

な
かっ
た
の
で 、
乙乙
で一
往
新出とい
うわ
けです 。

標
題が「
片尽」(元包二
年本「辺尽乙
で
ある乙
と
も見の
が
して
はな

らないと
とで
あ
りま
す 。
そ
れは 、
「箭」
がま
だ
分化し
切らない
以
前

の
伝統を
踏まえ 、
その
名残を
留めてい
る
もの
と
恩われ
るか
らで
す 。

と
れが 、
時
代がく
だっ
て 、
た
とえば

へんつ〈りかむり〈つかまへ

偏
付
冠
沓
椛

頭
書
増
補節用
集
大
全
(無刊記 、
貞享五
年
ど
ろ

刊 、
題
祭「
後一朗

堕古川崎川町一蹴」)

頭
書
増
補節用
集
大
全配鮒(無
刊
記 、
元
禄
五
年

ご
ろ
刊)

満字
節用
書翰
宝
蔵
(
享保十五
年)

文
海
節用
千
金
一設相

統一位(究延二
年)

駄 目
永
代
節用
無
尽
蔵

賠(天保二
年旧
刻 、
嘉
永

七
年再刻)

大
永
節用
福
寿
蔵
(
安永
四
年
新刻 、
立加永
七
年求

版)
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偏傍井
冠踏

r.;l� A�;r�: 冠む冠2
構2格t
字27へ
てコ 、しくし

偏
冠
努
構字
尽

約
冠沓
構尽

とい
うふ
うに
細か
く

言い
表わ
すよ
うになっ
て
行きました。
へ
ン
の
字



に
即
し
て云守え
ば 、
「
日・
片」
か
ら
「
偏」
が
分
出
し
て
行っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す 。

部首名の変遷から見た二， 三の問題

ヤマヘン

本
静
嘉
堂
本
で
は
山
が
重
複
し
て
い
ま
す
が 、
後
出
の
は 、
元
品川
二

年
本
ヤ
7
カ
ヘ
リ
に
作
る
よ
り
推
し
て
ヤ
7
カ
フ
リ
の
誤
写
と
み
て
冠

に
算
入 。

次
い
で
体
系
的
に
網
羅
す
る
の
は
キ
リシ
タン
版
落
葉
集(一
九五八
年)
中

の
小
玉
筋
で
あ
り
ま
す
(D) 。
「
文
字
の
か
た
ち
を
見
て
其よ
み
ζ
ゑ
を
し

る」
(まえが
き〉
た
め
に
編
ま
れ
た
と
の
小
玉
篇
に
つ
い
て
は
土
井
忠
生
博
士

事

の
再
度
に
わ
た
る
詳
細
な
ど
研
究
が
あ
り
ま
す 。
本
文
見
出
し

下 、

お
よ
び

目
録
に
も
部
首
名が
見
え 、
ま
た 、
引
続
き
刊
行
さ
れ
た
つ
き
や
どぺ
か
ど
る」

下
巻
の
字集
に
も
見
え
て
相
互
に
小異
も
あ
り
ま
す
が 、
そ
れ
ら
の
関
係に
つ

い
て
は
後
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で 、
乙
ζ
で
は 、
C
の
運
歩
で

マカフリ
ヤマイ87リ

「
r
-

f」
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
「
ま
だ
れ
・

や
ま
い
だ
れ
」

の
二
つ
の
タ

レ
が
分
出
す
る
と
と
と 、
「
交
ふ
み
づ
く
り
・

欠
ふ
く
づ
く
り」

の
二
つ
の
ツ
ク
リ

が

現
れ
る
乙
と
に
注
意
し
て
お
き
ま
す 。

$

「
落
葉
集
考
」
(
『
吉
利
支
丹
語
学
の
研
究
』

所
収)
・

「
落
葉
集
解
題
」

(
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
刊
『
落
葉
集
』)

次
に
は 、
元
禄
版
の
「
頭
書増

補節用
集
大
全」
を
参
考い
た
し
ま
す(E)

(
前掲
の
第
一

の
を
貞
享
版 、

第
二
の
を
元
禄
版
と 、

か
り
に
申
し
ま
す) 。

貞
享
版
が
標
題
下
に
「
左
に
有
をへ
ん
と
云 、
右
K
有
をつ
く
り
と
云 、
上
に

有
を
か
む
り 、

下
に
有
を
く

っ
、

外
を
つ
〉

む
を
か
ま
へ

と
云
」

と
注
記
し

か化むり

〈つ

(
ζ
の
注
記
は
元
禄
十
三
年本
以
下
に
も
引
継
が
れ
ま
す) 、
「
冠
の
分・
沓
の

分・
絡
の
分」
と

小
見
出
し
を
た
て
て
類
来
し
て
い
る
よ
う
に 、
と
れ
を
承
け

る
元
禄
版
も
偏
努
冠
脚
の
区
分
意
識
が
はっ
き
り
現
れ
て
い
ま
す 。
そ
し
て 、

特
に
ツ
ク
リ

を
付
す
る
も
の
の
増
加
と 、
カ
シ
ラ
を
付
す
る
も
の
の
新
出
が
注

意
さ
れ
ま
す
(
八
は
ちか
し
ら・

大
た
いか
し
ら・

回
あ
みか
し
ら・

戸
と
らか
し
ら)O
R

は
「
を
ほ
さ
と
っ
く
り
」

で
あ
り 、
D
で
「
カちか
ら・
寸すん-AYさん・
見み

る・
烏とり」
で
あ
る
も
の
が 、
そ
れ
ぞ
れ
「
ち
か
らつ
く
り・
す
んつ
く
り:・

と
りつ
く
h乙
で
あ
り
ま
す 。
ま
た 、

「
部
首
字
の
音
+
ツ
ク
リ・
カ
フ
リ・

カ
マ
へ
等」
の
形
式
を
採
る
も
の
の
多
い
の
も
特
徴
的
で
す
(
頁
けつ
っ
く
り・

欠
け
んつ
く
り・

多
ひ
ゃ
うか
ふ
り・

行
ぎ
?っか
まへ

な
ど) 。
B
・

C
-

D
で
「円
ウ

カ
フ
リ」

で
あ
っ
た
も
の
が
「
め
ん
か
ふ
り
」

で
あ
る
な
ど

(
[
ヒ
ラ
カ
フ
リ
4
へ

きか
ふ
り-
f7
カ
フ
リ↓けんか
ふ
り
て
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
が 、

と
の
種

の
も
の
は
実
際
に
ど
の
程
度
行
な
わ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か 、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
幼
童
初
学のEX字
学
習
のハ
ン
ド
ブッ
ク
で
あっ
た
小
野
筆
寄字
尽
な
ど

に
は
現
れ
ま
せ
ん
(
付
録
の
篇
冠
尽
に
も) 。
貞
享
版
で
守
口 ムリ

州民
主主」

と
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
ま
か
む
り」
の
類
が
一

般
で 、

「
け
ん
か
む
り」
の
類

は
一

種の
知
識語
で
は
な
か
っ

た
か
と
も恩
わ
れ
ま
す 。

な
お 、
元
禄
版
に
は
見
え
ま
せ
ん
が 、

貞
享
版
の
「
沓之
分」
に
は
「
皿」

"さめ
向
上/
字

お
よ
び
「
収

汁
く
ず
し
世
に

」

と
い
う 、

二
つ
の

「
ク
ツ
を
付
す
る
も
の
」

きょう

二
十くっ
と云

が
見
え
ま
す 。
脚
は
明
治
に
入っ
て
も
ク
ツ
で
(
た
と
え
ば
「
活
益
伊
呂
波
字

典」

〈
明
治
三
十
九
年)

は
「
偏
芳
冠
胆
字
体
一

覧」

を
掲
げ
る) 、

ア
シ
が
部

首
名に
ま
で
現
れ
る
の
は
極
め
て
最
近 、
お
そ
ら
く
は
戦
後
に
属
す
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
(「
冠」
に
対
し
て
は
「
沓」 、
闘
は
「
草
頭木
脚」
と
熟
す
る
よ
う

に
元
来
頭に
対
す
る
も
の) 。

こ
う
し
て 、

と
の
〔
表
1

〕

か
ら
は 、

左
上
方
か
ら
右
下
へ
の
傾
斜
に
見
ら

れ
る
よ
う
に 、

府
↓

筋
・

冠
・

続
↓

構
↓

笠
・

努
↓

頭
・

沓
(
脚)

と
い
う
ふ
う
に
偏
労
冠
脚の
窓
識
が
次第
に
細
分
化
し
厳密
化
す
る
方
向
で
展

開
し
て
き
たζ
と
を
読
み
と
る
乙
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
の
で
す 。
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五

さて 、
現
在に
至る
まで
の
部
首名
称の
変遜
を
通
観して
みま
すと、
い

くつ
かの
傾
向を認め
ると
とが
出
来
ます 。

運
歩色
葉集
所
載の印
部
首の
うち 、
カ
フ
リ・
カム
リ・
カ
ン
ム
リの

相

違の
類な
ど
を
捨象して
考
えま
すと、
六
割
弱の鎚
部首はその
よ
び
名が

ほ
と
んど
変りな
く

現在も
用い
ら
れてい
るの
に
対し、
あ
との
四
割強の

もの
は 、
当
時とは
違っ
た
呼称で
行われてい
るか 、
または 、
ほ
とんど

用い
ら
れな
くなっ
た
もの
かで
あり
ま
す 。
冠か
ら
霊に
分化した
類な
ど

を
除けば 、
変
化の
あっ
た
もの
の
うち
最
も顕
著なの
は 、
音
読か
ら訓
設

に
変っ
たこ
とで
あり
ましょ
う 。
もっ
と
も 、
大
部分の
部
首が
当
初はそ

の
字の
音に
よる
呼称で
あっ
たと
考
えら
れま
すか
ら 、
迩
歩に
おい
て 、

音
読的で
ある
もの
(f・
リなど)
まで
含めて
も幻
種に
過
ぎないの
は

(幻一印) 、
すでに
約三
分の一
に
減じてい
るζ
とに
な
り
ま
す 。
そ
れで

も 、
土・
女・
巾・
日・
火・
魚偏およ
び
草
冠のよ
うに、
現
在は
主に
訓

よ
みで
ある
もの
で
当
時は
音
読で
あっ
た
と
思
わ
れる
もの
が
幾っ
か見
ら

れま
す 。
ニ
ンベ
ン・
ギョ
ウニ
ンベ
ン・
ゴンベ
ン
等の
代
表的な
部
首が

音よ
み
(しか
も
呉音)
で
現在まで
変ら
ず 、
新
撰
字鏡
以
来で
ある
Y­

r-
u-
十・
川-
Lなど
が
音
読乃
至
音説
的で
ある
ま
ま
現在に
至っ
て

い
る乙
とと
考え
合わせ
ま
すと、
乙
の
類は 、
音↓
訓とい
う
大きな
流れ

の
中の 、
い
わ
ば
過
渡
的な
現
象と
恩わ
れ
ま
す(
最
近は 、
ニ
ン
ベ
ン
を
ヒ
ト

ヘ
ン 、
ゴ
ン
ベ
ン
をコ
トパ

ヘ
ン
と
い
う
人
ま
で 、
ま
れ
に
は
あ
る
よ
う
で
す〉 。

乙
の 、
音
読か
ら訓
読へ
変っ
た
もの
をA
類 、
そ
れ以
外の
もの
をB
類

として 、
山田
忠
雄先生のど
蒐
者の
う
ち 、
江
戸以降 、
殊に
幕末明
初の

辞
書
類約五
百本を
調べ
させてい
た
だい
た
中で
比較
的早い
時
期の
もの

を
注記し
て 、
以下に
列
挙い
たし
ま
す 。
もとよ
り、
江
戸
期の
筋
冠尽
類

を
調べ
尽くしたわ
けで
はあり
ませ
んので 、今回
の
調査の
範
囲内で
の

知
見で
ある乙
とをお
断
りして
お
き
ます(山問先生の言 、
おそらくは該舎

の
三
分
の一
に
も
満
た
ざ
るべ
し
と) 。

凶
音
読か
ら訓
読に
変っ
た
もの

土
迩
歩トへ
ン 、
落葉
集・
ぎやどベ
かど
る
字
集どへ
ん、
っちへ
ん
は

「
頭
書
増
補節用
集大
全紅一間」
(
元
禄五
年ど
ろ刊)
に

誌叫ん
併
記
す
る
の

つら

が
早
い
例
(
貞享五
年ど
ろ
刊
本
「土」) 。
「
玉
海
節用
字
林
蔵」
(
延享二
年)・

「和
漢節用無双
裂」〈天明凶年)
な
どに
も
見えるが
大
勢は「どへ
ん」 。

明
治の
早
引
節用
集の
類で
も
「時
文
明
早
引
節用
築」
(明治
十三
年)
に

司副

見える
ほか
は 、
三
十七
年以
降に
なっ
て
漸く
「っ
ちへ
ん」
が
多くな

る
程度 。
明
治
末の
漢和
辞
典はツチヘ
ン・
ドへ
ン
併掲が
主 。
徒然草

一
三
六
段の
読みは
ドへ
ン
に
従うべ
きで
あろう 。

女
速
歩・
落
葉集・
ぎやべ
かどる
字
築に
おいてニヨへ
ン 、
他は
すべ

て
「を(お)
ん
なへ
ん」 。

巾
現
行
教
科
書に
は
巡
歩以
来のキンベ
ン
を
示す
もの
もあるが
「はば

へ
ん」
が一
般的 。
はば
へ
んは
「獅
伊
呂波
字
典」
(明
治
三
十
九年)
に

見える
もの
な
どが
比
較
的早い
例 。
淡和辞
典は
併掲が
多い。

日
巡
歩のニ
チへ
ン
に
対して
落葉
集・
ぎやどぺ
かど
る
字
集は
「ひへ

ん」 。
他に
はと
の
両
様が
現
れるが 、
ど
ち
らかとい
えばニ
チへ
ン
が

多い。
漢和辞
典は併
掲が主 。

火
前
項
と逆に、
運
歩のヒヘ
ン
に
対して
落葉集・
ぎやどぺ
かど
る
字

集は
「くはへ
ん」 。
もっ
と
も 、
天
正
十七
年
本道
歩は
クワヘ
ン
に
作

る 。
当
時は
音・
訓
両様行な
われてい
た
もの
と
思わ
れる 。
漢和
辞
典

は
すべ
て
「ひへ
ん」 。
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部首名 の変遷か ら 見 た二， 三の問題

魚
運
歩キヨへ
ン 、
落
葉集ぎよへ
ん 。
ただ
し
元
包二
年
本運
歩はウ
ヲ

へ
ン
を
示
す 。
既に
訓よ
みが
行な
われ
てい
た
もの
と岡山
われる 。
漢
和

辞
典は
すべ
て
「う
をへ
ん」 。
最
近の
学
習辞
典には
「さかなへ
ん」

も
見える 。

Hf
遂
歩サ
フカ
フ、
落
葉
集・
ぎ
や
どぺ
か
どる
字
集さう
か
う。
俗に
草

冠サウクワンの
転の
サ
ウ
クワ
ウよ
り
とい
うが
疑わしい。
む
し
ろ 、「
草

蓋」
もし
くは
「
草宣」
か
らで
は
な
い
か
(
新撰
字鋭
「
葦加不反
覆

也苫也」 、
広
部
「
入
声二十八蓋:・
夜也
胡雌切

闘
蓋
」) 。
台

記
別記
巻三に
見える
次の
例な
どが
知られてい
る 。

抑 、
後
宮 、
以下従ニ
草
合一
字上
為レ
名之
人 、
贈
后
茂子 、
茨子等 、
於ニ

主
胤-
士ロ
例
也
(
前
総
史
料
大
成
M
二
三
五
ぺ
)

元
禄五
年ど
ろ
刊の
「頭
書
増
補
節用集
大全
賠」
に「く
さかふ
り」

〈ε

が
見える
が
(点字五年どろ刊本「+
枇にさうかうと云」) 、
他に
は
明
治
初

期の
「普
通早
字引
大
全」
(明治十三年)
ま
で
所
見
な
く、

専
ら
「さ

う
か
う」 。
漢
和辞
典は
併掲が
主 。

な
お 、
「つつつみがまえ」
な
ど
も江
戸
期の
もの
に
は
「は
うが
まへ」
と

見え 、
落
葉
集は
「く
か
まへ」
だ
か
らζの
類 。
ま
た、
新
撰
字鋭
以
来の

「連
火」
を
教
科
書で
「よっ
て
ん」
と
するの
も 、
立回読
式でな
く
なっ
た

とい
う
意
味で
はζ
の
類に
入る
(「ナタか(が)つへん」
を
「い
ち
たへ
ん」
と

す
るの
も
同趣) 。

倒
右
以
外の
もの

米
運
歩以
来よ
ねへ
ん 。
乙
めへ
ん
は
「
懐中明治
節
用集(明治十四年)・

「伊
呂
波
節用集」(明治十八年)
などに
見
えるの
が
比
較
的
早い
例 。
明

治三
十
年代
以
降
「乙
めへ
ん」
が一
般
的とな
る 。
漢
和辞
典はすべ
て

「ζ
めへ
ん」 。

足
運
歩以
来あとへ
ん 。
あしへ
ん
は
「班真草
字引
大成」
(
字氷四年・

文政三年再)・
「
大
福
節用
無尽
蔵」(文政十三年御免 、
文久三年発免)
な

ど
に
見え
るの
が
比
較的早い
例 。
明治の
節用では
三
十
年代
以
降「あ

しへ
ん」
とな
る 。
漢和
辞
典は
すべ
て
「あしへ
ん」 。

以上の二
は 、
士口
語か
ら現代語に
変っ
た
もの 。

食
道
歩以
来じ
きへ
ん
(静嘉堂本迩歩はヂキヘンに作る) 。
しよ
くへ
ん

とい
う
漢
音よ
みに
従うの
は
「用文
章(仮題)」(明和三年)
に
見える

の
が
比
較的早い
例 。「問併早
引
節用集」(安暦九年元版 、
明治八年三刻)

・「普
通早引
大
全」(明治十三年)
などに
ぽつ
ぽつ
と
現れ、
明
治
末の

漢和
辞
典以
後は
すべ
て
「しょ
くへ
ん」 。

門
運
歩以
来かどが
まへ 。
もん
が
まへ
は
「万代早
引節用集」(
事氷三

年新刻 、
川信三年補刻)・「
柳川
冠字引
大全」(明治六年)
などに
見える

の
が
比
較的
早い
例 、
漢
和辞
典で
は
併掲が
主 。

「かど」
か
ら
「モ
ン」
へ
は 、
音↓
訓の
傾
向か
らい
えば
逆
行であ

るが、
米・
足・
食の
場
合と
同様 、
い
わば
「か
ど」
の
古語
化に
伴う

もの
と思
われ
る 。

運
歩以
来の
ひ
らかん
む
りが
主 。
江
戸
期に
は品目を
採っ
た
「へ(
ベ)

きかふ
り・
べ
きかし
ら」
や
「ほ
うか(が)
い」
が
現れる 。
明
治
末の

漢
和辞
典に
は
「おほ
かん
む
り」
も見えるが、
わかん
む
りとの
併掲

が
多い。
「間僻早
引
節用集」(宝府九年元版 、
明治八年三刻)
の
「わか

ふ
り」
が
片かなの
ワ
を
採る
比
較的早い
例 。

R
迩
歩ヲウ
ザル・
コ
サルヘ
ン 、
落
葉
集の
ぼ
りざ
る・
と
ざるへ
ん 。

大サル
と
大サ
ト 、

小
猿府と
小サ
トへ
ンの
問題Kつ
い
て
は
塩袈
抄に

見える
記
事が
著
名(巻三ノ
三 、
邑
阜続
事) 。
他は
「おほ
ざと(
つ
く

り)・
乙
ざと(へ
ん)」 。
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....... 
ノ、

部
首名の
う
ち 、
現在で
もな
お
動
揺し
て
い
る
も
の
が二
種類あり
ま

す 。
教
科
書に
よっ
て
「とか
ん
む
り」
で
あっ
た
り
「とだ
れ」
で
あっ
た

り
するよ
うな
冠に
関する
もの
が
その一
で
あ
り、
辞
書に
よっ
て
「しん

に
?っ」
で
あっ
た
り
「し
んにょ
う」
で
あっ
たり
するよ
うな
総に
関す

る
もの
が
その二
で
あり
ま
す 。

とこ
ろで 、
と
の二
極
類の
動
揺は
事
新し
く

最
近に起
きたと
とで
はな

く
て 、
そ
の
根ざ
すとζ
ろは
遠
く

深い
よ
うで
あり
ま
す 。
た
と
え
ば
落
葉

集
小玉
日に
は 、
土
井
博士の
注
意され
た、
目
録
中の
冠弁

門と
他の

門と

の
相
違の
ほかに、
目録と
本文
との
聞に
も
名
称に
小
異が
見られ
ます 。

小玉
稿の
影
響
下に
成っ
たと
され
る
国
字
本「ぎ
やどぺ
か
どる」
下
巻の

字
集との
相
違
点を
も添えて
ま
とめ
ま
すと、
次の〔
表2〕
の
通りで
す 。

〔
表2〕

L 十円門口つ円Îr戸人

し り か か く く せ や ま し い
玉に し ぜ ど に が う ま だ か ほ

う ん が が が ま が ひ れ ば り 篇本 l ベ ま ま ま ひ ま た ねん ひひひ ひ れ 文 l
し り か く し い
に し ざ lζ か ほ
う ん か カヨ ば り 玉
膏 ベ ま 士� ね (
z悶 (ん (へ "" 人

物
人
物
門

婦町

門・人 文天 地 目理 門 )) 物
門門 門 録

か か く く せ や ま し ひ 同ぜ ど に が う ま か か と
が が が ま が ひ む む か
ま ま ま へ ま か り り むへ へ へ へ む りり

し り か や ま い
ね つ ど ま た ほ どぎ
う し iJ� ひ れ り るや

ん ま Tこ
の ど

J、主 "" �1， 字集ぺか
ん

冠弁
門だけの
奥祢で
ある
「ひ
とか
む
り・
し
かむ
り・
まかな
り・
や

まひ
か
む
り」
の
四
は 、
あるい
は
「門
別に
合
致するように
名
称を改め

た
場
合」(解題二四ぺ)
か
も知れ
ませんが
他の
もの
も
果して
そう
でし

ょ
うか。
土井
博士は「編
者の
窓
見がと
の
点で
は
相
違してい
たこ
と
を

示
す」
(解題二八ぺ)
と触れ
られ
ましたが、
乙
乙
には
かな
り重
要な
問

題
が
潜んでい
るよ
う
に
思
わ
れ
ます 。

と
の
表は
土
井博士のど
研究に
導かれ
て 、
本文
↓目

録↓
字集とい
う

成立の
順
序に
よっ
て
整えた
もの
で
す 。
従っ
てと
の
表か
らは 、
小玉
府

本文
の
「か
まひ」
が
目録
以
降「か
まへ」
とな
り、
「しに
う・
りしん

べ
ん」
はぎ
や
どぺ
か
どるの
字
集で
「し
ねう・
りっ
しんべ
ん」
になっ

た
とい
うふ
うに
読
み取れ
る
わ
け
で
す 。
編者が
変っ
たか
らで
しょ
う

か、
そ
れと
も 、
それぞれに
両
様の
唱え方が
あっ
て
意
識
的に
両方を
示

し
た
もの
で
しょ
う
か。
あるい
はそ
うい
うと
と
もあっ
たか
も知れ
ませ

んが、
わ
たく
し
は乙
れ
は 、
反
省の
度
合い
が
深まっ
て
行くに
従っ
て
改

め
られ
た
もの
で
はない
かと
思うの
で
す 。
そ
れ
ぞ
れ
の
編者は
同一
人

*
 

(ま
たは
同一 、グル
ープ)

で
あっ
てい
い
ので
す 。
短期間で
すか
ら 、
む

し
ろそ
の
方が
自然で
も
あり
ましょ
う。

。。

事
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る
下
巻
の
刊
行
は 、
印
の
刊
記
を
有
す
る
小
玉
篇
の

唱よ

翌年 、
一
五
九九
年五
月初め
以
(解題二
八ペ) 。

つ
まり、
小玉筋
本文の
「か
まひ」
や
「しに
う」
は 、
お
そ
ら
く
は

「カマ
イ・
シニュ
l」(
もしく
はそ
れ
らに
近く)
唱えられ
て
い
た
に

違い
な
い
と
ζ
ろ
の 、
もっ
と
も日
常的な
山
え
方の
具
体的な
反
映で
あ

り、
そ
れ
に、
改まっ
た
場
面で
の
語
としての
反
省が
加わっ
て
目
録段
階

で
先ず
「か
まへ」
と
直され、
字集
段
階で
は
「し
ねう」
に
復帰し
たの

で
はな
い
かと
思
うの
で
す 。
「りっ
しんべ
ん」
は
より
忠
実な
表記に
改
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め
られ
た
もの
なの
で
しょ
う 。

更に
は
「か
む
り」
グル
ープ

に
して
も 、
単に
冠弁
門とい
う
部
門に
合

致せ
し
めただ
けで
はな
く
て 、
勿
論それ
も一
理
由で
は
あ
りま
しょ
うけ

れ
ど
も 、
「し
か
ば
ね」
や
「まだ
れ・
や
まい
たれ」
は
当
時と
して
はま

だ
耳
新しい、
い
わ
ば
俗
称で
あっ
て 、
伝
統的な
称
呼と
して
は
「しか
む

り・
まか
む
り・
や
まひ
かむ
り」
で
あっ
た、
目
録
で
は
そ
れ
に
復帰し

た、
とい
う乙
とで
はない
で
しょ
うか
(
運歩
色
葉
集で
は
ffp
戸すべ

てカ
フ
リ 。
ただ
し
元
包二
年本は
戸の
みシカハ・不に
作る) 。

と
の
「か
む
り」
系の
名
称は
後の
ものに
も根づ
よ
く
残っ
て
い
て
繰
り

か
えし
現れ
て
来
ま
す 。
ζ
と
に
γには
明
治か
ら
大正
初
期まで
「か
む

り」
系が
見られ
ます 。

獅
伊
呂
波
字
典
(明
治三十
九年
九月)
や
まひ
か
ん
む
り

間服い
ろは
字引(明治四十五年三
月再)
や
まひ
かぶ
り

大
正い
ろは
字
典
大
成(大正五年十月)
や
まひ
かぶ
り

ま
た

コ
戸
と
だ
れ
」

は
「
年
中
用
字
い
ろ
は
字
引
(
幼
意
節
用
集)
」
(
明
治
十
七

年四月)
や
「聞僻日
本
大
節用」(明治三十八年十月)
な
ど
特
殊な
ものに
は

現れ
ますが、
明治
末
以
来の
漢
和辞
典
類もずっ
と
「とか
ん
むり」
で
し

た。
「と
だれ」
を
並べ
掲
げるの
は
戦後の
もの
に
属するよ
うで
あ
りま

す 。
霊
は
冠か
ら
分出した
もので
し
た
が、
戸など
に
は
ま
だ
俗めい
た
感

*
 

じ
が
伴っ
て
か、
安
定し切っ
てい
ない
の
で
す 。

$
「
事
おいかんむ
り」
も
教
科
舎
に
よ
っ
て
は
「
お
い
が
し
ら」
と
す
る

も
の
が
あ
っ
て
動
揺
し
て
い
る
模
様 。

一
方 、
続κ
は
次の
よ
うな
表記上の
問題が
係わっ
てお
りま
す 。

中
世か
ら江
戸
時代に
か
けて
効
音・
長立回の
表
記は不
安定で
あ
りまし

た。
特にテ
ウ・
ネウ・
ヘ
ウ・
レ
ウ
な
ど
の
オ
列の
長幼
音をチウ・
ニ

ウ・
ヒ
ウ・
リウ
と
表記するζ
と
はかな
り
広く
行な
われ
たよ
うで
あ
り

ま
す 。
山問
先生の
精
論(『山m孝雄追憶史学諮学諭集』
所収「法明京子」 、

*

**
 

および『元利三年板下学集』
解題)
以
外に
も各
氏に
論が
ありますが、
平

家物
語
百二
十勾
本な
どは 、
むし
ろ規則
的と
言っ
ていい
く
らい
に
イ
段

+
ウの
表
記を
採っ
てお
りま
す 。
直
接
関連の
あるニ
ウの
例として
は 、

た
と
え
ば巻
三の
有王
的
下の
次の
個所が
あ
りま
す 。

ソカサF

士
日
ハ

法
勝
寺
ノ
々

務

職一一

テ
ヲ
ワ
セ
シ
カ
ハ

八
十
余
ケ
所
ノ
庄
務
ヲ
司
リ

，bネカト
棟
門
平
門
ノ
内
ニ
テ
多
ノ
所
従
祥
応
ニ

図
遠
セ
ラ
レ
テ
コ
ソ
ヲ
ワ
セ
シ
ニ

今
ハ

ヵ
、

ル

夏
目
ニ

逢
ハ
レ
テ
ゲ
ル
コ
ソ
府
シ
ケ
レ

慶
応
本に
「
間遠」
と
する
語
を
ひ
ら
が
な
本(鍋
島
本・
大島
本・
京都

本・
同
会
本)
は
乙
ぞっ
て
「い
年つ」
と
記してい
るので
す 。
落
葉
集に

お
ける
「しに
う・
くに
う・
そ
うに
う」
等
もこ
れ
ら一
連の
事
象と恩
わ

れ
ますが、
単に
表
記上の
問題に
止まら
ず 、
た
と
えば
「
棟
梁」(色菜

字類抄トウリヤウ)
が
トウ
リュ
ウ(大台海トウリウ)
で
もあるよ
うに、

現行のシ
ン
ニュ
ウ
とい

う
認として
定者した
とζ
ろに
特色が
認め
ら
れ

るの
で
あ
りま
す 。

ホ

多
く
の
挙
例
の
小
か
ら
閃
述
す
る
も
の
を
引
く
と
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す 。

=内，

エ内J

Zη'

鏡
州
碗
・

虫
館
(
元
犯
二
年
本
述
歩)

銭

(
正
宗
本
下
学
祭)

Z
古
川
泰
雄
氏
「
近
宵
同
認
に
於
け
る
長
助
音「
ゅ
う」
と「
ょ
う」
の

相
関」
(『
古
典
の
新
研
究
二』
昭
和
二
十
九
年
十
月)・
高
松
政
雄
氏

「
平
松
本
平
家
物
語
の一
前
|

非
標
準
的
呉
表
記
を
め
ぐ
っ
て
|」

(『
国
語
国
文』
昭
和
四
十
三
年
六
月)・
福
島
邦
道
氏
「『
見
ゅ
う』

と
『
見
ょ
う』
の
交
替」
(『叫

削聞社一閃
語
学
論
集』
昭
和
四
十
四
年
六

月)
ほ
か 。
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今回の
調
査で
得た
江
戸
期以
降の
「
偏冠
尽」
類は
八六
積一
三
四
本に

及び
ま
すが、
一
本の
例外
もな
く、
すべ
て
「しに
う
(ふ
と
もしく
は

「しんに
う
(ふ
ご
で
あ
りま
した。
勿
論
他の
続
(凡・
凡-
L・
尤・

支・
支・
文・
爪・
走・
風・
麦・
鬼・
鼠な
ど)
も
すべ
て
「に
う」
乃
至

「にふ」
に
作り
ま
す 。
小
野笠
寄字
尽の
付録などで
も「しんに
う・
そ

うに
う・
ぷ
んに
う」
で
す 。
すな
わち 、
口ζ
と
ばとして
広く
庶
民の
聞

に
伝え
ら
れて
来たの
はニュ
ーの

よ
うで
あり
ま
す 。

シン
ネウの
見えるの
は
明
治末以
降の
漢和
辞
典か
ら
で
あ
り
ま
す 。

「
新
案漢
字典」(明治問十年・
郁文社)
の
第一
筋
「
偏
努冠
等及
其
注意」

や
「
紘一漢和
中辞
典」(明治三十八年刊 、
明治四十四年増訂三版 、
有定帯院)

の
解
説
「
漢和文
字解」
な
ど、
今日の
学習
辞典に
相
当する
もの
に
見え

るの
が
早い
例か
と思い
ま
すが、
ほ
ぽ
同時
期に文
部省の
国語
調
査
委員

会編
纂の
「
漢字
要
覧」(明治四十一
年・
国定教科存共同販売所)
が
出て 、

おそ
らく
はと
れが一
積の
権威づ
け
と
もなっ
て
世に
広まっ
た
もの
と
思

われま
す 。
とK
かく、
明
治・
大正・
昭和を
通じて 、
漢和
辞典で
は
例

*
 

外な
く
「ね
う」
に
作りま
す 。

ただ
し、
乙
れ
は
ただ
「
絞」
とい
う文
字の
音に
就い
たに
過ぎない
の

で
は
無い
で
しょ
う
か。
一
見 、
語の
根
源に
まで，湖っ
た
軌
範意識の
所
産

の
よ
うに
も思
わ
れ
ますが、
む
し
ろ 、
立の
窓
味で
の
伝
統を
無視
した
と

と
ろの 、
形式
的・
便
宜的な
復古主
義 、
もし
くは 、
康照
字
典万
能の
硬

直した
権
威
主
義の
然
らしめ
た
もので
は
無かっ
たか
と
思うの
で
す 。
い

ずれに
して
も
「ね
う
(ニ
ョ
l)」

は 、
主
とし
て 、
知
識と
しての文
字

と
と
ばとして
現
在に
至っ
てい
る
もの
の
よ
うで
あり
ま
す 。

傘
問団抽出和大
辞
林
(明
治二
十
九
年刊・
明治
四
十三
年
増補
訂正・

術
文
社)
「
部
首
名
称」

何mm…
漢
和
大
辞
典
(
明
治
四十三
年・
六

明詰)
「
泌
和
文
字
の
取
扱

ひ
かた」
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新
訳
漢
和
大
辞
典
(
明
治
四
十
五
年・
六
合
飴)
「
部
首
名
称」

縫…
新
注
淡
和
大
辞
典
(
大
正二
年・
石
塚
一松
吉川よ)
「
部
品臼
称
呼」

政
空刷
新
辞
林
(
大
正
二
年・
巾
興

一盟主出)
「
部
首
名
称」

勝一川
詳解
淡
和
大
辞
典
(
大
正
五
年・
日
山
房)
「
草川
の
名
称」

大
字
山内
(
大
正
六
年・
啓
成
利)
「
部
村
名
称」

字
源
(
大
正
十
二
年・
北
長
館)
「
部
首
名
称」

一路
漢
和
大
辞
典
(
昭
和五
年・
時
文
悶)
「
翌日
の
手今
方」
等

言
海(明治二十二年五月I間二
十四年四月)
以
下の
閑語
辞
典では 、
主

見
出し「し
ん
ねう(し
ねう)」 、
慣用
句「之
続を
掛
け
る」
を
付しての

参照
見出し
「しんにゅ
う」 、
が一
般
的で
あり
ま
す 。
長
近の
学習
辞
典

参

類で
は 、
間々
「しんにゅ
う」
の
みの
もの
も見られ
ますが 、
しんにょ

う・
し
んに
?っ併

掲
する
もの
が
大部
分で
あり
ま
す 。

*
「
当
用
淡
ウナ
辞
典」
(
昭
和
三
十
七
年・
悦
文
社)・
「
新
漢
和
辞
典」

(
昭
和
四
十
二
年・
大
修
館)
な
ど 。
「
新
し
い
漢
字
と
閑
語
の
辞
典」

(
昭
和
二
十
八
年・
学
習
資
料
社 、
「
新
し
い
漢
字
の
辞
典」
と
し
て

再刊 、
昭
和三
十二
年・
新
紀元
社)
の
よ
う
に 、
「
し
ん
に
ゅ
う」

の
み
な
ら
ず
他
の
続
も
すべ
て
「
に
ゅ
う」
と
す
る
も
の
も
無
い
わ
け

で
は
な
い
が
緩
め
て
稀 。

乙
うして 、
新撰
字
鋭以
来の
「之
絞」
は
現在に
至つ
で
もなお
不
安定

で
あり
ま
す 。
はじめ 、
現行教
科書にシ
ンニ
ョ

ウ
と
あると
とで一
見異

様に
感じ
たの
は 、
い
わ
ばわたくし
自身がシ
ンニュ
ウ
圏に
居るか
らで

しょ
う。
つ
まり、
日
常
普通の
言語経
験として
はシ
ニ
ウ
系 、
文
字に
叩



し
た
知
識
的
言語
として
はシ
ネウ
系とい
うこ
とで
中
世か
ら
現代に
まで

及
んでい
るので
あり
ま
す 。

土
井
博士のど
研究によっ
て 、
落
葉
集
小玉
筋の
目
録は
「
分
類を
細
密

に
す
る乙
とに
よっ
て
全
体を
整理し、
体
系化を一
一周
進めよ
う
として 、

最
後に
作
られ」〈解題二六ぺ) 、
ぎ
や
どぺ
か
ど
る
「下巻の
字集
編
集に

及
んで
小玉
府が
全
面
用に
活
用され」
(同二八ぺ〉
た乙
とが
明ら
かで
あ

りま
すが 、
叙上の
前
名の
改
訂は 、
博士の乙
のど
論
証に一
つ
の
内面的

な
論理
性を
付与
するζ
とに
な
りは
し
ない
かと
思
うので
す 。

右とほ
ぼ
同様な
現
象が
運
歩色
葉
集の
古
写
本
聞に
も
見られま
す 。
遠

藤和
夫氏のど
好意に
よっ
て
古
写
本三
本の
写
真を
対校
し
ま
し
た
と
こ

ろ 、
綴に
関して
は
次の
よ
うに
現れま
す 。
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シ、不
ウ

ク
ネウ

ヲツ、不ウ

静
嘉
堂
本

元
亀
二
年
本

天
正
十七
年
本

シニ
ウ

庁ノニ
内ノ

ヲツニ
ウ

シ
ネウ

クニ
ウ

ヲ
ツニ
ウ

す
な
わ
ち 、
静
嘉堂
本は
すべ
て
「ニ
ウ」
で
あ
るの
に
対して 、
天正
十

七
年
本は
すべ
て
つ不ウ」 、
元
亀二
年
本は 、
もっ
と
も
使用
度
数の
高い

之
綴の
み
「ネウ」
他は
「ニ
ウ」
とい
う
折
衷的な
併
存で
あり
ま
す 。
落

葉
集と
ぎやどぺ
かど
る
字
集との
関係か
ら
類推し
ま
すと、
静
嘉堂
本が

原
初
的な
姿を
伝え 、
次いで
元
亀二
年本で
あ
り、
天
正
十七
年本は
もっ

と
も
整
斉
皮の一品い
本と
い
う
と
と
に
な
りま
す 。
静嘉堂・
元
亀両
本の

「
火ヒヘン」
に
対して
天正
十七
年本の
み
クワへ
ン
と
すると
と
も 、
音

読
か
ら
訓
読へ
とい
う
変遷の
傾
向のζ
とを
考え
合わせる
と、
右の
推
定

を
補
強
するζ
とに
な
るで
しょ
う 。
片々
たる些一
少事では
あ
りま
すが 、

ニ
ウ
からネウへ
とい
う
右の
傾
向が一
つ
の
徴証たり
得ると
すれば 、
は

な
は
だ
興
味深いと
とで
あり
ま
す 。
あえて
付言する
次
第で
す 。

(四四・
九・
三
O稿 、
同一
0・
二
O補)

付
記

ど
蒐
集
の
貴
重
な
ど
磁
舎
を
自
由
に
使
用
さ
せ
て
下
さ
り 、

電
ね

重
ね
ど
教
示
を
賜
っ
た
山
田
忠
雄
先
生
に 、

あ
つ
く 、

お
礼
申
し
あ
げ

ま
す 。国

語
学
会
の
秋
の
大
会
に
は
ζ
の
小
論
の
三
以
下
を
主
と
し
て
発
表

い
た
し
ま
し
た。

発
表
を
勧
め
て
下
さ
っ
た
佐
藤
茂
先
生 、

な
ら
び
に

発
表
の
際
有
益
な
ど
窓
見
を
い
た
だ
い
た
林
大
氏
は
じ
め
ど
出
席
の
方

が
た
に
感
謝
い
た
し
ま
す 。

な
お 、
と
の
小
論
で
は 、
「
部
首」
乃
至
「
部
首
名」
に
対
す
る
概

念
規
定
が
必
ず
し
も
厳
密
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。

も
と
よ
り
「
部

首
」

は
字
舎
の
編
制
に
係
わ
る
問
題
で
あ
り 、

習
慣
的
な
伝
承
と
し
て

の
偏
努
冠
脚
の
よ
び
名
と
は
お
の
ず
か
ら
別
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ

ま
せ
ん 。

今
回
の
調
査
に
よ
っ

て
も 、

い
わ
ゆ
る
「
偏
冠
尽
」

は
節
用

集
類
に
付
録
と
し
て
示
け
つ
が
れ
て
い
て 、

時
に
倭
玉
筑
系
統
に
見
ら

れ
で
も 、

そ
れ
は
単
に
節
用
系
の
も
の
を
移
し
白
い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た。

た
と
え
ば 、
『
明
治
字
林
玉
稿
大
会
』
(
明
治
二
十
八
年
刊)

の
「
偏
冠
構
字
尽
」

は

『
大
全
早
引
節
用
集
』
(
天
明
八
年
原
刻)
の

そ
れ
を
移
し
た
も
の
と
い
う
が
ど
と
く
で
あ
り
ま
す 。

そ
の
窓
味
で 、

た
と
え
ば
康
照
字
典
所
拠
の
人
部
に
お
い
て
は 、

部
首
は
「
人
」

で
あ

り 、
「
f
k
ん
べ
ん

」

と
「
人
ル叶的と仰枇

か
む
り」

と
は
偏
努
冠
仰
で
あ
る

(「
凡山一ω杭 一U

・
」
は
康
記…
字
典
で
も
別
部)

と
い
う
見
解
も
成
り
立
つ
で

し
ょ
う 。

た
だ
し 、

新
銀
字
鏡
が
人
部
と
イ
部
と
を
別
々
の
筋
と
し
た
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よ
う
に 、
形
態
を
主
と
し
て 、
「
ソ
レ

ん\
の
偏
芳
冠
脚
ニ
ヨ
ツ
テ
部
門

ヲ
分」(
漢
字
要
覧)
つ
立
抑制
を
徹
底
す
る
と
す
れ
ば 、
各
部
の
先
頭
に

あ
る
代
表
字
が
部
首
で
す
か
ら、
「
偏
努
冠
脚
の
名
称
即
ち
部
首
名」
と

い
う
と
と
に
な
る
筈
で
あ
り
ま
す
(
事
実 、
岩
崎
本
字
鋭
以
下
に
も
新

撰
字
鋭
の
方
針
が
生
か
さ
れ
て
行
っ

た
と
と
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た

通
り
で
す
し 、
近
来
は
形
態
上
の
偏
芳
冠
脚
等
に
よ
る
分
類
に 、
も
っ

ぱ
ら
従
う
も
の
も
現
れ
て
来
て
い
ま
す) 。
本
稿
で
は 、
た
と
え
ば
『
漢

字
/
研
究』
(
安
達
常
正
編 、
明
治
四
十
二
年)
が
「
第
五
篇
第
二
章 、

部
首
偏
努
の
名
称」
と
し 、
あ
る
い
は
『
熟
語
集
成
漢
和
大
辞
典』
(
明

治
四
十
三
年)
が
「一
点
画・
ニ
偏
努
冠
部
首・
三
部
首
の
名
称」
の

順
で
説
く
よ
う
な 、
極
め
て一
般
的・
常
識
的
(
そ
れ
だ
け
に
伝
統

的)
な
立
抑制
で 、
古
来
行
な
わ
れ
て
来
た
代
表
的
な
偏
努
冠
脚
の
よ
び

名
を
取
り
扱っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が 、
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
な

お
後
日
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す 。

(
四
四・
一
一
-一ニ)
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